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広島県　私立近畿大学附属東広島中学校　２年
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「本当に手、切れちゃったの？」
　その時小学六年生だった私は初めて人に大きな怪我をさせてしまいました。裁ちばさみで遊んでいた時、誤って友達の手をはさみで切ってしまったのです。何が起こったのか分からず、私の目には、苦しそうに手の傷を押さえている彼の姿が映っているだけでした。
　彼はすぐに病院に行きました。私は、
「人に怪我をさせてしまった。大変なことをしてしまった。どうしよう。」
と途方に暮れていました。
　夕方、先生から私の親に連絡があり、両親と私で彼の家に謝りに行きました。彼の手の治療は無事に終わっていましたが、治るまでには時間がかかると聞きました。しかし、彼の両親は、私を責めることは一切なく、どうしてこんなことになったのかという理由を聞いてくれました。私の話にきちんと耳を傾けてくれ、わざとではないという私の言葉を信じ、許してくれました。
　怪我をした友達も、いつもと同じように話しかけてくれ、クラスの友達も、友達に怪我をさせてしまった私と変わらない態度で接してくれました。おかげで、私は少しずつ元気が出てきたし、学校に行きづらいという思いを抱くことはありませんでした。
　友達に謝りに行った帰り道、母は私にこう言いました。
「彼のお父さん、お母さんはすごいね。自分の子どもに怪我をさせられたのに、あなたの話を聞いてくれ、許してくれるなんて、簡単にできることではないよ。謝りに行くのは当たり前のことだけど、謝りを受け入れるのは加害者の気持ちを軽くすることにもなるのだから、彼のお父さんお母さんに感謝しないとね。」
　よくニュースなどで、
「わざとではない」
と耳にします。私はあの事件を起こしてしまった時、わざとではない、と家族に言い訳をしたくなりました。そんな私を許してくれた彼の両親と彼はとても優しく、強い人だと思います。私は「許される」ことで、深く反省し、救われ、「許す」ことができる人への偉大さを実感しました。
　「許す」ことは、社会を明るくするためには大切なことだと思います。しかし、状況によっては、決して許されないこともあると思います。彼の両親も本当は私のことを絶対許せない気持ちがあったのではないかと思います。自分の子供に怪我をさせた人を許すなんて考えられなかったのではないでしょうか。
　彼の両親はなぜ私を許してくれたのでしょうか……。わざとではなかったからなのか謝ったからなのか、泣いていたからなのか、心から彼に「ごめんなさい」と思ったからなのか。
　私は、何もかもを許してはいけないと思います。もし許してしまえば、犯罪はどんどん増えてしまいます。それに、犯罪の被害者からすると、許すという気持ちになるのは簡単なことではありません。
　法務省のホームページに「加害者が心から反省し、自立することが被害者にとって最大の償い」というようなことが書かれていました。被害者やその家族の気持ちは本当にそうなのか、私には分かりません。ただ、加害者が再犯を犯すようなことがあれば、被害者は確実に悲しみます。だから、加害者が心から反省し、二度と犯罪をさせない環境を作ることは、少なからず被害者のためになると思います。もしかすると、頑張って生きていこうとする加害者の姿を見て、いつか被害者の心に雪解けが訪れる日が来るのかもしれません。「社会を明るくする運動」は、犯罪被害者を増やさないために重要な活動だと思いますが、被害者に「許してあげなよ」と働きかけるような風潮になるようなことがあってはいけないとも思います。
　家族や友達、周りの人などに支えられ、心から反省し、生まれ変わるチャンスのある社会は、温かく、明るい社会だと思います。そして、その背景には苦しんでいる被害者がいることも絶対に忘れてはいけない、これもとても大切なことだと思います。
「二度と人に怪我をさせるようなことはしません。あの時、許してくださってありがとうございました。」
　彼の家の前を通る度、私は心に誓うとともに、私も彼の両親のような「許せる心」を持てる人間になりたいと思うのです。
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